
 

 

 

 

緩和ケア普及啓発に関する活動報告書 

 

提出日 平成２８年９月３０日 

 

緩和ケア普及啓発活動についての報告 

実施団体 

山形県立中央病院 緩和ケアセンター 

企画名 

あおやぎ祭り 

事前告知、募集の方法について(ポスター、チラシの配布など) 

ポスター、チラシ配布ですが、全体の周知であり緩和ケアブースの案内程度でした。 

 

当日の実施内容について 

日時(期間) 平成 28年 9月 25日 10時から 15時 

実 施 場 所 山形県立中央病院 外来棟 

参 加 人 数 1100人 

具体的な実施内容： 

緩和ケアについて一般市民に知っていただく 

緩和ケアのリソースについてお知らせする 

具体的な緩和ケアの相談を受ける 

 

 

 

 

効果について(アンケートの結果など) 

アンケートは、緩和ケアとして行っていないが、緩和ケアセンターのパンフレットや 

がん相談センターのパンフレットなど興味深く見ている方が多かった。 

緩和ケアについて知っていただくためのポスターについても、質問を受けた。 

個人的な相談にも対応しようと考えていたが、あまりなかった。 

知っていただききっかけになったと考える。 

 

その他報告 

 

※公式ホームページ（緩和ケア.net）への掲載について  

( ☑掲載してもよい ・ 掲載しないでほしい ) 



 

 

 

 

●ポスター、チラシなどを作成した場合、添付してください 

●当日の様子(当日配布資料、会場、イベント実施時の写真など)を添付してください 

 

 

 

 

 

（チラシ・ポスター・写真など） 

緩和ケアってなに？

病気による体と心
の痛みを和らげ、
生活やその人らし
さを大切にする

考え方です

訪問看護ステーション・ケアマネ
ジャー・ヘルパーとの連携

・ご自宅での療養生活をサポートします

がん相談支援センター
・がん相談（平日 8時30分

～17時15分）

・ひだまりカフェ

（がん患者さん・ご家族のため

の語らいの場）

開催：隔月

訪問診療（往診医）との
連携

・往診医によるご自宅への往診

・病院と情報共有しながら互い
にサポートします

緩和ケア病棟
・集中的なつらさの緩和

・ご自宅への退院を支援

・日常生活の支援

・看取りのケア

患者さんが自分らしく過ごせるよう、
様々な場面でサポートしています！

緩和ケアを、病気の進行したまたは終末期に対する
ケアと誤解している方も少なくありません。 診断を受
けた時の落ち込み・不眠、治療に伴う副作用やこれか
らのことへの不安、痛みなどのつらい症状への対応、
ご家族の相談など、現在行われている治療と平行して
行うケアいいます。ご相談ください！

緩和ケアチーム
入院中の患者さんには、からだのつらさ・
心のケア・意思決定支援などを専門に行う、
多職種で構成している緩和ケアチームが
病棟まで伺います。・主治医と共に患者さ
んとご家族をサポートします

緩和ケアセンターやがん相談支援センターが
医師や看護師と協力して、お困りごとへ対応しています。

主治医や看護師へお気軽に声をおかけください

緩和ケアセンター・がん看護外来
がんと診断され、通院されている患者さんのからだや気持
ちのつらさ、ご家族からの相談に対応しています。地域の
医療や福祉関係の皆さんと協力して、切れ目のない緩和ケ
アの実現のために活動しています

緩和ケアに抵抗を感じる方も
いると思います・・・

緩和ケア普及啓発事業（オレンジバルーンプロジェクト）に参加しています  

 

 

（チラシ・ポスター・写真など）  

健康チェック・健康体験コーナー⑤

私たちは、「緩和ケア普及啓発事業（オレンジバルーンプロジェクト）」に参加しています。

 

 

（チラシ・ポスター・写真など） 

 

 

 

（チラシ・ポスター・写真など） 


